
平成３０年（201８年） 

1  月 号 

発 行 

能美市立辰口中学校 

波佐尾 雅美 

【 校訓 ： 責任 友愛 努力 】 

まとめと準備の３学期!  
  めざす学校・生徒像 
た 楽しい学校 

つ つながり合い高め合う生徒 

の 伸びゆく能美市を支える生徒 

く くじけずやり抜く生徒 

ち 力いっぱい取り組む生徒 

  ３学期の始業式、久しぶりの学校で、新鮮な気持ちで登校したことと

思います。３学期は、３つの学期の中で最も短い期間で、よく「まと

め」の学期と言われますが、今の学年をしっかり締めくくり、次のス

テージ、次の学年へつなぐとても意義のある学期です。言い換えれば、

進学・進級年度への準備の時期、０（ゼロ）学期でもあります。１，２

学期を振り返り、反省点を改善につなげるのはもちろん、しっかり次の

ステージを見据え、自分の心、頭、体を鍛え、力を付け、ステップアッ

プする期間にしてください。４月からめざしてきた学校・生徒の姿

「た・つ・の・く・ち」もステップアップです。期待しています。 

  また、この学期は３年生のみなさんにとっては、自分の目標に向

かってラストスパートをかける時期です。そして、この辰口中学校で過

ごす最後の学期となります。一日一日、一つ一つを大事に過ごしてくだ

さい。そして、去る者の務めとして、精いっぱいの辰中生としての姿を

後輩に残していってください。 

  先日、あるニュースに接し、改めて「一歩、一歩」が大切
なのだと思いました。それは、北海道出身の冒険家 荻田泰永

（おぎた やすなが）さんが、日本人で初めて、無補給単独歩

行での南極点到達に成功したというニュースです。荻田さんは、

自分一人で、南極大陸の海岸線から1126キロの距離を、食料や

燃料、テントなどを積んだ約100キロのそりを引いて、５０日

間かけて歩いて南極点に到達しました。日本時間１月６日午前

のことです。この冒険について、荻田さんは、直後のインタ

ビューで「一歩一歩を重ねて行けばどんな遠くにでも行ける」

と語っていました。皆さんも、新年を迎え「今年こそ・・」と

胸に秘めた決意があると思います。目指すところ、目標はそれ

ぞれ違っても、やはり、目の前の一歩一歩、一つ一つを積み重

ねていくこと、目標に向かって努力することは大切なことです。

それぞれの目標が実現できるよう、皆さんにも頑張ってほしい

と思います。 

一歩一歩 ひとつひとつ  集会の話より 

生徒会執行部 朝の雪かき 

(インターネットフリー写真）
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 １０月から全校生徒が総合的な学習の時間に取り組んできた「課題研究」の全校発表会が、１月 

１５日開催されました。各学年７～８ゼミから選ばれた代表８名よる発表で、哲学ゼミ「言葉と思考

の関係」、民話ゼミ「辰口地区のぬし」など、それぞれ自分が調べてたことをわかりやすく伝えてい

ました。また、祭りゼミ「辰口まつり」、国際交流ゼミ「誰にとっても愛される街に～We love Nomi 

City～」など、能美市への提言もありました。来賓として出席いただいた北陸先端科学技術大学院大

学（JAIST） 浅野学長様からは、講評として、得意なことを見つけることや疑問を持つことの大切さ

について話していただきました。 

 今の中学生が成人し社会で活躍する時代（2030年代頃）は、グローバル化の進展や絶え間ない技術

革新により社会が急速に変化し、予測困難な時代になると言われています。例えば、AI（人工知能）

の進化―自動運転やロボットなどがその例ですが、そのような時代に人間に求められるのは、様々な

変化に向き合い、多くの情報の中から必要なものを選び、自分で考え、判断し、表現していくことや、

他者と協働し、課題を解決していくことです。  

 今回取り組んできた総合的な学習の時間は、まさに、そのような力を付ける学びの場面でした。全

校生徒が、自分の課題に対し、「調べ、知識を得て、考え、まとめ、発信する」という学習ができたことは

大変すばらしいことです。このような学習を積み重ねていくことはもちろん、他の教科の学びとつな

げていくことでもっともっと力が付くと思います。 

 また、今回の学習を進める中で、能美市のことをこれまで以上に知ることができたと思いますし、

能美市が好きだという思い、ふるさとへの愛着が大きくなったのではないかと思います。ふるさとに

ついて学ぶことは、「の」伸びゆく能美市を支える生徒への第一歩。町の先生、地域の方々やJAIST

の先生方に大変お世話になりましたが、その方たちのふるさとへの思い、皆さんへの気持ちは、「伸

びゆく能美市を支える」思いです。今、支えていただいていることに感謝し、やがてお返しできる人

に成長してほしいと思います。 

総合的な学習の時間 課題研究 全校発表会 

インフルエンザ ・感染

症に注意！ 

手洗い・うがいの励

行・マスクの着用等

で感染を予防しま

しょう。栄養・休養

も大事です。 

認知症サポーター養成講座 
 １月２５日、能美市キャラバン

メイトの皆さんが、2年生を対象

に、認知症とは何か、認知症の人

とどのように接したらよいのかを、

劇やクイズを通してわかりやすく

教えてくださいました。社会の一

員として自分ができることも考え

ました。 

寒波の次は最強寒波！ 
  

 生徒会執行部や部活動単位で、

また、登校した人からと、毎朝

生徒たちが校門から玄関までを

除雪をしてくれています。通学

してくる生徒たちから自然と

「おはようございます」のあい

さつがこぼれ、中には除雪して

いる人に「ありがとうございま

す」の声も聞こえてきます。 

 雪は大変ですが、北陸の冬の

朝、さわやかにスタートしてい

ます。 

＜お世話になった皆さん（来賓）＞ 

＜科学ゼミの発表＞ 

＜交流タイム＞ 

＜質問タイム＞ 

＜地域活性化ゼミの発表＞ 


